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平和の森小学校保護者に対する説明会実施結果

（旧中野刑務所正門取扱い方針案・平和の森小学校新校舎整備スケジュール）

１ 開催日時及び会場、参加人数

２ 説明会で寄せられた主な質問・意見、区の考え方について

日 時 会 場 参加人数

１１月２０日（金）１８時３０分～２０時 新井区民活動センター ９人

№ 主な質問・意見 区の考え方

① 新校舎の完成予定時期が令和５年度か

ら令和９年度へ４年遅れるとのことで

あるが、そもそも野方小学校と沼袋小

学校の統合に伴い、平成２３年度には

新校舎が完成する予定であった。

保護者や地域は長い期間待たされてお

り、大きな不信感を持っている。その

点について、重く受け止めてほしい。

新校舎の整備について、長い期間お待た

せしていることは十分に認識しており、

申し訳なく考えている。

少しでも早期に新校舎の供用が開始でき

るよう、調整を進めていく。

② 新校舎の建設が遅れ、現在の狭い平和

の森小学校で過ごさざるを得ない多く

の児童や先生たちが、少しでも快適に

過ごせるような対応をしてほしい。

学校との連携を密に行いながら、校舎の

改修を進めるなど、引き続き環境改善を

図っていく。

③ 平和の森小学校の児童数は増加し続け

ており、今後も増加していくことが考

えられる。教育委員会は様々な視点で、

現校舎の環境改善に取り組んでもらい

たい。

必要な改修を進めるほか、通学区域の考

え方の見直し検討も含め、現校舎の環境

改善に取り組んでいく。

④ 旧中野刑務所正門には文化財的価値が

あり、残してほしかったので、曳家と

いう手法にせよ、旧正門を保存すると

いう案が出されたことには感謝してい

る。一方、正門を西側へ曳家する方針

案については、検討の経緯が不透明で

あり、今後保存活用を検討する際には、

区民や専門家が参加できるようにして

もらいたい。また、正門のことをまだ

知らない人も多いので、しっかりと周

知をしてほしい。

正門の保存及び公開、そして平和の森小

学校新校舎における良好な教育環境の確

保との両立を図るため、今回、曳家移築

への方針に取扱いを変更したところであ

る。

検討の経緯も含めて、丁寧に説明してい

く。

また、旧中野刑務所正門については、取

扱い方針（案）を含め、周知を工夫して

いく。
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№ 主な質問・意見 区の考え方

⑤ 平和の森小学校の新校舎敷地内に旧中

野刑務所正門を残すことは、良好な教

育環境の観点から反対であった。

正門については様々な意見があり、保

護者や地域の方々も大変な思いをしな

がら区長に意見を伝えてきた。

正門を現地保存するという結論が出た

際には、令和５年度の新校舎供用開始

との説明だった。その後、今回の取扱

い方針（案）の説明に至るまで、保護

者への十分な説明がなく、非常に不満

を感じている。

これまで保護者への説明が不足してお

り、深く反省している。

今後は丁寧に説明を重ねていく。

⑥ 新校舎の建設後、現在の平和の森小学

校の跡地は売却するのか。

跡地にマンションが建設されれば、も

っと児童数が増えるので、売却につい

てはしっかりと考えてもらいたい。

新校舎への移転後の現在の平和の森小学

校の跡地については、現時点では売却が

想定されている。

売却のあり方に関するご意見については

所管部署に伝える。

⑦ 保護者向けの説明会だけでなく、地域

向けの説明会もやっていただきたい。

説明会の実施にあたっては、開催時間

等の工夫をしてほしい。

地域の方や保育園・幼稚園の保護者への

説明も考慮する。

また、説明会の実施にあたっては、多く

の方が参加しやすいような、開催日時や

方法について検討する。

⑧ 今日の説明会で出た意見や質問などを

公表してほしい。

説明会で出た意見や質問については、そ

れに対する区の回答もあわせて公表す

る。

⑨ 保護者へのお知らせは、「旧中野刑務所

正門の取扱い方針（案）」はもとより、

新校舎の完成時期が延期になることを

隠さず、しっかりと伝わるよう工夫を

してほしい。

お知らせすべき内容については、正確に

確実に伝わるよう工夫していく。


